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市民活動団体の規約/会則（例）について 

 
 市民活動団体（任意団体）の規約/会則には特に決められた形式はありません。しかし、

自分たちの団体の目的や活動内容を明文化することは、会員が共通認識を持ち活動を円滑に

すすめていくうえで重要な役割をはたします。さらに団体がどんな団体であるかを示すもの

でもあります。    

そのため、小山市市民活動センター（おやま～る）の団体登録では、団体の名称、連絡先、

目的、活動内容、会員、入会、総会の規定は最低限記載してください。 

作成するにあたっては、下記を参考にして団体の特徴をいかした規約/会則を作成してみ

てください。  

 

 

【参考例】 

〇〇〇(団体名)規約/会則 

 

（名称) ←必須事項！ 

第１条 この団体は、○○〇と称する。 

 

（連絡先） ←必須事項！ 「事務所がある場合はその住所」等を記入して下さい。 

第２条 この団体の連絡先は、会⾧宅とする。 

 

（目的） ←必須事項！ 使命（何を達成するための組織なのか）を明確に書くことによって団体

の存在意義を示す重要なところです 

第３条 この団体は、○○〇することを目的として、○○〇活動/事業を行う。 

 

（活動/事業） ←必須事項！ 団体の目的に沿った本来の活動内容を記載します。使命をもとに

どんな活動をしているのかがわかるようにします。 

第４条 この団体は、前条の目的を達成するために次の活動を行う。 

（１） 〇〇〇・・・ 

（２） ○○〇・・・ 

（３） その他、目的の達成に必要な活動 

 

（会員） ←必須事項！  
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第５条 この団体の会員は、次の〇種類とする。 

（１） 正会員は、この団体の目的に賛同し活動/事業に参画するため入会した者とする。 

（２） 賛助/準会員は、この団体の活動/事業を賛助するために入会した者とする。 

（３） ○○会員は、・・・・ 

 

（入会） ←必須事項！  

第６条 会員として入会しようとする者は、入会申込書を会⾧に提出し、〇〇の承認をえる

ものとする。 

 

（会費） ←金額については「総会において別に定める」等の記載でもかまいません。 

第７条 

（１）正会員 〇〇〇円 

（２） 賛助/準会員 〇〇〇円 

 

（退会） ←「任意」に退会できることが必要です。 

第８条 会員は、退会届を会⾧に提出し任意に退会することができる。 

 ２ 会員が、次の各号のいずれかに該当するときは、退会したものとみなす。 

（１） 本人が死亡したとき 

（２） 会費を〇年以上納入しないとき 

 

（役員） ←「役員」名称は世話役、代表など団体独自の名称でも構いません。 

第９条 この団体に次の役員を置く。 

（１） 会⾧ 

（２） 副会⾧ 

（３） 監査役 ←会員から選び、他の役員との兼任はできません。 

 2 第 1 項に定める役員は、会員の互選により選出する。 

 3 役員の任期は、〇年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

（職務） 

第１０条 会⾧はこの団体を代表し、その活動を統括する。 

  ２ 副会⾧は会⾧を補佐し、会⾧に事故ある時、または欠席の時はその職務を代行する。 

  ３ 監査役はこの団体の活動および会計を監査する。 

 

（総会） ←必須事項！ 総会で議決すべき事項も定めておくとよいでしょう。 
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第１１条 総会は正会員をもって構成し、年に〇回開催する。ただし、必要な時は臨時に開

催することができる。 

 ２ 総会は次の事項について議決する。 

（１） 活動報告・計画、収支報告・計画 

（２） 役員の選任および解任 

（３） 会則の変更 

（４） 解散 

３ 総会は正会員の過半数の出席がなければ開会できない。 

4 総会の議事録を作成する。 

 

（活動年度） 

第１２条 この団体の活動年度は、〇月〇日から翌年〇月〇日までとする。 

 

（付則） 

  １ この規則は、〇年〇月〇日から施行する。 


